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JFW-JC2024/ PTJ2024AW 開催報告 

 

「第 32 回 JFW JAPAN CREATION（JFW-

JC）2024」「第 25 回 Premium Textile Japan

（PTJ）2024Autumn/Winter」が 10 月 31 日

～11 月 1 日、東京国際フォーラム・ホールＥとロビー

ギャラリーで開かれ、盛況に無事閉幕しました。 

新企画「What’s Next」（以下ＷＮ）は、セミナ

ーなども加え 5 月の PTJ 展よりも拡大して取り組みま

した。ＷＮは繊維ファッション業界で今後注目されるものは何かを探るというものです。ロビーギャラリーには特設コーナーを設

け、JFW-JC、PTJ 出展者のＷＮテキスタイル５０点を展示、来場者による人気投票も行いました。 

ＷＮテキスタイル企画は通常のトレンド素材と違い、量産品を前提に価格や技術、感性などお客様の多角的な目線で

どう評価されるかが一目瞭然でわかる仕組みです。メーカー側の思い込みと、バイヤーが求めるものとの間にはギャップがあり

ます。それを明らかにすることで、出展者の次への課題が明確になります。セールスバリューを考える手掛かりにもなるでしょう。 

 

≪展示会概要≫ 

◇ 日時：2023 年 10 月 31 日（火）-11 月１日（水） 

10：00－18：00 

◇ 会場：東京国際フォーラム 展示ホール E＋ロビーギャラリー 

◇ 後援： 

経済産業省、外務省、知的財産戦略本部、 

独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）、 

独立行政法人中小企業基盤整備機構、東京都、 

日本商工会議所、日本繊維産業連盟、日本化学繊維協会、 

一般財団法人日本ファッション協会、一般社団法人日本アパレル･ファッション産業協会、 

一般財団法人ファッション産業人材育成機構、一般社団法人日本百貨店協会、日本繊維輸出組合、 

日本繊維輸入組合、日本ジーンズ協議会 

◇ 来場者：バイヤー及び招待者、業界関係者、学生 ＜Web 事前登録者に限定＞ 

＊今回展より PTJ 展は、学生にも入場解禁しました。 

 

◇来場者数：約 11,000 人 

今回の開催日は月末・月初日となり、来場者数に影響がありました。会場の開催日程がここしか取れなかったのが原因

です。それでも前回展（2022 年 11 月）並みの 11,000 人が来場しました。来年の「JFW JAPAN CREATION 

2025」「Premium Textile Japan 2025Autumn/Winter」、は 11 月 6～7 日開催となりますので、改善できるでし

ょう。 
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「いつまでも夏日が続く。記録的な残暑で秋冬物が動きにくい」（アパレル）商況です。それでも新型コロナ禍に苦戦して

いた時期に比べ、業界は確実に回復に向かっています。国内バイヤーだけでなく、「今回は海外バイヤーが増えた」（出展

者）ことも、ビジネスが新たな段階に入ろうとしている証しです。 

 

≪来場者の声≫ ～トレンドを知る展示会～ 

アパレルの企画部門の方にとって JFW-JC と PTJ 展は、「出品された生地が豊富。参考になる」、「勉強になる」「トレンド

を知ることができる展示会」と、ファッション傾向を探る上で重要な展示会と位置づけられています。 

また、商社・問屋からも「天然繊維から合繊まで産地にバリエーションがある」「コロナもあったが、久しぶりに訪れて刺激を

受けた」「産地組合が思っていた以上に元気だった」といった声がありました。 

「店頭の回復を反映してか、商談が活発化していた」（アパレル）特に PTJ ではあちこちのブースで熱い商談を繰り広げ

ていました。同時に「色々な生地のある大きな展示会。ネットでは知り得ない会社とやり取りができたのが良かった」、「取引

先に挨拶に来たが、普段よりも多くピックアップした」（アパレル）と交流の場でもあります。 

学生の入場は今回から PTJ 展も２日間とも解禁となりました。「商談のじゃまにならないように指導されて来た」（学生）

と話していました。会場の出口付近では「デニムに興味があったが、いろんなデニムを見られた。モチベーションが上がった」、

「見たことのない生地があり、勉強になった。とくに刺繍の生地が印象に残る」と喜ぶ学生の姿がありました。 

 

≪JFW JAPAN CREATION 2024 出展者≫ 

出展者数：46 件／217 社（国内：44 件・209 社／海外：2 件・8 社） 

＊新規出展：kumamu lace(株)、Bird fab studio(株)、KTC <KOREA TEXTILE CENTER>（韓国） 

＊復活出展：KAIKOSHA、桜井商店、染色工房 いふう、東レ合繊クラスター、村田刺繍所、(株)ユー・コーポレーション APPA 事業部 

＊海外 2 件・8 社：韓国、台湾                                           

JFW-JC2024 出展者リスト ➤ https://www.japancreation.com/2024/exhibitor/list.html 

 

≪Premium Textile Japan2024Autumn/Winter 出展者≫ 

出展者数：71 社（国内：58 社／海外：13 社） 

＊新規出展 5 社：太陽繊維(株)、中隆毛織(株)、XDD TEXTILE COMPANY LIMITED（香港）、GEO INTERNATIONAL、 

LEEUM INTERNATIONAL（韓国） 

＊復活出展 6 社：木曽川染絨(株)、シーアイランドクラブ(株)、(株)長谷川商店、Mipox (株)、 

CHANGZHOU TIANYING TEXTILE CO., LTD、 

SHANGHAI JIHONG WOOLEN TEXTILE CO., LTD.（中国） 

＊海 外 13 社：イタリア、韓国、中国、トルコ、パキスタン、香港 

PTJ2024AW 出展者リスト ➤ https://www.ptjapan.com/2024aw/exhibitor/list.html 

 

https://www.japancreation.com/2024/exhibitor/list.html
https://www.ptjapan.com/2024aw/exhibitor/list.html
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≪出展者の声≫ 

福井県織物工業組合はテキスタイル・アルチザン（織布工）のユニット「BATTAN BATTAN」の活動やデザイナーとのコ

ラボを紹介しました。八王子織物工業組合も「ネクタイデザインコンペティション 2023」の学生作品を紹介。こうしたデザイナ

ーや学生とのコラボが増えています。丹後織物工業組合は 11 社の丹後の匠たちの技術やデザインを融合させた素材を提

案しましたが、「学生に見に来てほしい」「若い人が興味を持ち今後を支えてくれたら将来が見えてくるからです」との、あたた

かい声が聞かれました。 

国内バイヤーからは、月末、月初という理由から、訪問できないとの厳しい返事を受けたとの一方で、円高の影響もあり、

海外からのバイヤーが増えたとの声が多く聞かれました。「欧米の人も来て手応えがある」（古山）、「ブースには中国人、フ

ランス人スタッフを配置し、海外バイヤーに対応しました」（小原屋繊維）など、本格的に輸出に取り組む企業も増えてい

ます。 

各社技術やアイデアを競い、新商品を提案する貴重な場であるこの展示会は、新規顧客開拓の場であると同時に、既

存のバイヤーとも重要な交流の場です。「人間関係を作るためにも、継続出展に意味がある」（敦賀繊維）「長期に取り

組める相手を探します」（吉田染工）「デニムの専門展示会ではないが、いろんな顧客と会うことができる」（カリックデニム） 

改めてリアルな交流の重要性がとなえられています。 

 

 

 

≪トレンド＆インデックス≫ 

トレンド＆インデックスコーナーは JFW Textile View2024A/W に基づき、企画開発した出展者の素材を編集展示した

トレンドコーナーと、出展各社の新商品・イチ押し素材を展示するインデックスコーナーで構成。空間構成のテーマは 「未来

につなぐ時間」。「未来を感じ 時空間を進んでいく」様をコンセプトにダイナミックな空間を演出しました。 

出展者からは「インデックスコーナーで見て訪れる人が多い」という評価する声も聞かれました。 

（展示数：トレンド 429 点、 インデックス 277 点） 

 

◇JFW テキスタイルビュー（ジャパンテキスタイルトレンド）2024 A/W （テーマ）＜未来につなぐ時間＞ 

循環な時間  － Circulatory Time－ 

メランコリックな時間 － Melancholic Time － 

パワーup の時間 － Energizing Time － 

なごみの時間 – Harmonious Time – 

テーマ詳細 ➤ https://www.japancreation.com/jfw_textile_view/2024aw/ja.html 

https://www.japancreation.com/jfw_textile_view/2024aw/ja.html
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≪ What’s Next≫  

JFW テキスタイル事業の新企画として、繊維ファッション業界でこれから注目される、注目すべきものは何かを探るコーナーを、

JFW-JC／PTJ 共有スペースの、ロビーギャラリーに新設しました。 

 

 

◇  「What’s Next」 -Textile -   「次の売れ筋となるテキスタイル」の魅力を啓発 

 

出展者の「What’s Next」素材をロビーギャラリーの特設コーナーで展示し、

来場者が「次の売れ筋テキスタイル」を評価する人気投票を行いました。テキ

スタイルのトレンド性・感性・技術・意匠・風合い・マーケティング性・好みな

ど、投票者の自由な観点で選びながら、出展者の素材のすばらしさ、可能性

を発見して頂く参加型のコーナーです。 

＊ 44 社／50 点 展示 

PTJ：40 社／44 点  

JFW-JC：6 社／6 点 

 

◇ 「Ｗｈａｔ‘ｓＮｅｘｔ」 テキスタイル投票結果～ 

 

１位：サンコロナ小田 「エアファブリックカラースパッタリング」ポリエステル 100％ 

水を一切使用しないカラースパッタリング加工（薄く金属膜をつける加工）を施しまし

た。空気のように軽く、流麗な風合いと透明感が特徴の超極薄オーガンザです。金属

膜をナノレベルで積層させることで、風合い、重さを全く変えることなく、光干渉による神

秘的な多色表現を実現しました。（参考価格 4800 円/1 ㍍） 

 

2 位：クロスジャパン「ロービング BIG チェック」ウール 95％ナイロン 5％ 

太番手のロービング糸を使用したチェック生地です。この糸を使用して生地を作れる機

屋は限られているため、国内でも希少な生地と言えます。他にはないチェックを作りた

いという思いで誕生しました。（参考価格 4500 円/1 ㍍） 
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3 位：岡文織物「ペーパーワッフル」紙 50％シルク 50％ 

創業 333 年を迎えた西陣の帯屋がこれまで培ってきた技術で織り上げたテキスタイ

ル。シルクモール糸が持つ暖かさに加え、化学的な加工を施さなくても紫外線カット効

果のある和紙糸を、ワッフル組織で構成しました。（参考価格 2 万円/1 ㍍） 

 

4 位：槙田商店「メタルウェーブ」 

 

5 位：溝呂木「柄合わせプリントエンブロイダリーAO 生地」 

 

 

◇ 「What’s Next」 -Sustainable-   「サステナブル・テキスタイル」の啓発と促進 

 

JFW では、持続可能な社会と地球環境の実現に賛同し、繊維産業がこ

の行動に貢献していくため、JFW テキスタイル事業においてサステナブル・プ

ロジェクトを発信し、啓発と促進に取り組んでいます。2023AW 展から、そ

れぞれの分類（原料、製造工程、企業認証）とテーマを解説したパネル

展示を行っているサステナブルテキスタイルコーナーは、新人から専門家まで

幅広い来場者にアプローチしています。 このコーナーは、サステナブル・テキ

スタイルの最先端の追求と普及啓蒙を目指します。 ＊ 35 点展示 

 

◇ 「What’s Next」 -Seminar-   「最先端を学ぶ」 セミナー開催 

繊維ファッション業界でこれから注目される、注目すべきものは何かをテーマに、ロビーギャラリーのオープンスペースでセミナー

を開催しました。着席のリアル参加と同時にオンライン参加も可能としました。最先端を学ぶ、今回の「What’s Next」セミ

ナーは 10 月 31 日、11 月 1 日午後 2 時から開催されました。 

 

10 月 31 日（火） 

「Fashion x Gen-AI Front Runners ファッションと生成 AI の最前線」 

初日のテーマは注目度の高い「生成 AI（人工知能）」。ファッション業界にも扉は開かれています。 

今回のイベントでは“ファッション×生成 AI”という切り口において最前線で活躍するゲストが一堂に会し、「生成 AI」テー

マにトークセッションを行いました。実際に生成 AI を活用したテキスタイルデザインの様子から、企業での活用事例まで多

岐に渡り「生成 AI」の魅力をお伝えしました。 
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第1部 14:00 – 14:30  「生成 AI を活用したテキスタイルデザイン」 

講師：上條 千恵 氏（株式会社 Open Fashion 最高執行責任者 COO） 

 

第2部 14:35 – 15:05  「学校、企業での生成 AI 活用」  

講師：小久保 直明 氏（東京モード学園 教務部 主事） 

講師：小堺 利幸 氏（株式会社ワールド F3 ネオエコノミー事業本部 ディレクター） 

モデレーター：上田 徹 氏（株式会社 Open Fashion 代表取締役 CEO） 

 

第3部 15:10 – 15:40  「ファッションテック企業の生成 AI 活用」 

講師：山敷 守 氏（株式会社 DROBE CEO） 

講師：上田 徹 氏（株式会社 Open Fashion 代表取締役 CEO） 

モデレーター：酒井 聡 氏（株式会社ニューローブ CEO/国際ファッション専門職大学 准教授） 

 

■アーカイブ動画は、以下のリンクからご視聴いただけます（無料） 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLrl5Arzzl0rh3I-FOuDPJc4fbEFguOesT 

 

11 月 1 日（水）14：00  

「ウールとサーキュラーデザイン、欧州の法規制の動向」 

ファッションにおける欧州の法規制や、サーキュラーデザインの考え方、ウー

ルマークの事業例やオーストラリアのサプライチェーンの仕組みを挙げなが

ら、循環経済におけるウールの可能性を説明しました。 

 

講師：西沢 智裕 氏 （ザ・ウールマーク・カンパニー  

商品開発・教育・ライセンス担当マネージャー）    

 

 

◇ 関連プログラム 

● PIGGY’S SPECIAL  ピッグスキン・ファッションショー  

（主催：東京都、東京製革業産地振興協議会） 

毎回、東京を代表する若手デザイナーを起用し、注目を集める PIGGY’S SPECIAL。今回は D7 ホールにステージを

設けて 2 日目に開催しました。 

デザイナー部門：3 名のデザイナーを起用 /各 10 点 計 30 作品 発表 

学生部門：東京都各種学校、専修学校 12 校 計 72 作品 発表 

 

◆ 実施日：2023 年 11 月 1 日（水） ①11:00－ ②14:00－ ③17:00－  

会 場：D7 Hall  ※招待者・関係者限定 

 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLrl5Arzzl0rh3I-FOuDPJc4fbEFguOesT
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11:00 Academia Collection                                                 

専門学校武蔵野ファッションカレッジ / 織田ファッション専門学校 / 専門学校ファッションカレッジ桜ヶ丘 /     

東京ファッション専門学校 / 東京モード学園 / ドレスメーカー学院 

14:00 Academia Collection 

専門学校青山ファッションカレッジ / 江東服飾高等専修学校 / 東京服飾専門学校 / 

渋谷ファッション&アート専門学校 / 華服飾専門学校 / 文化服装学院 

 

 

17:00  Designer Collection 

KEIKO NISHIYAMA   

西山 景子 

-niitu- 

新津 祥太 

RIV NOBUHIKO  

小浜 伸彦 / リバー ガラム ジャン 

 

≪JFW テキスタイル展 実施スケジュール≫ 

第 26 回 Premium Textile Japan 2025 Spring/Summer (展示商談会) 

日時： 2024 年 5 月 9 日（木）-10 日（金） 10:00AM-6:00PM 

場所： 東京国際フォーラム ホール E  

出展募集案内 ➤ https://www.ptjapan.com/2025ss/application.html 

 

  

第 3３回 JFW JAPAN CREATION 2025(繊維総合見本市)   

第 27 回 Premium Textile Japan 2025 Autumn/Winter (展示商談会)  

* 同時開催 

日時： 2024 年 11 月 6 日（水）-7 日（木） 10:00AM-6:00PM  

場所： 東京国際フォーラム ホール E  

 

 

問い合わせ先：一般社団法人日本ファッション・ウィーク推進機構（JFW） テキスタイル事業事務局 

         Tel: 03-6805-0791  E-mail: info@japancreation.com 

https://www.ptjapan.com/2025ss/application.html

